
介護福祉士資格取得支援事業

詳しくは下記ホームページまたは右記事務局へ　　  （公財）日本社会福祉弘済会・事務局　TEL03-3846-2172

介護職として福祉最前線で勤務しながら「介護福祉士」資格を目指す方々を対象に、学習負担の軽減
と資格取得支援のためにオリジナル模擬テスト「チャレンジ！！ 介護福祉士」を提供しています。

① 模擬問題集・マークシート ② 模擬問題集と解説
③ 第25回過去問題解説集 ④ 第26回過去問題解説集

【4点セット】
定価4,000円（税・送料込）
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くっきり！ 福 祉 の 未 来 形

公益財団法人　日本社会福祉弘済会
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C O N T E N T S

空飛ぶ車いす、今年も東北へ行く！
青少年の活動レポート

P8

P2

P6

「空飛ぶ車いす」活動レポート

P16 チャレンジ！！ 介護福祉士
働きながら　国家資格に挑戦する　あなたを応援します！

社会福祉事業視察

平成27年度 社会福祉助成事業実施要綱

P4 くっきり！ 福祉の未来形 ～日社済助成事業報告

「歌体操を媒体として認知症者と交流するための歌体操研修会」
　ー 歌体操介護予防市民塾ー

仏ジャルダン・ド・コカーニュに学ぶ「就労支援シンポジウム」
　ー帯広畜産大学ー

P15 福祉の共済コーナー

2014　
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2015年度社会福祉助成事業
実施要綱決定
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　少子高齢化が進展するなかで、社会福祉制度の充実と福祉サービスの多様化が求められています。
そして福祉サービスの提供にあたっては、利用者との対等な関係の確立やサービスの質の向上などが
課題となっており、利用者のニーズに合った支援の充実を図るためには、支援業務に携わる方々の役
割が重要性を増しています。
　本会の助成事業は、そうした増大、多様化する福祉需要のなかで、社会福祉関係者の専門性向上な
どを目指した「研修事業」や「研究事業」、また地域社会で草の根的に取り組んでいる に
一部助成することにより、豊かな福祉社会の実現に寄与することを目的とします。

❶社会福祉関係者の資質向上に関する研修や研究（下記●～●の対象事業から1つ選択してください。）
❷社会福祉事業でそのテーマや内容に先駆的要素またパイロット性があるもの
❸事業の目的が明確で、実施後の具体的な成果が充分期待できるもの

福祉サービスのあり方や専門的知識、技能の習
得などをテーマとして開催される集合研修事業
（研修会、セミナー、講演会など）

講師謝金・交通費
宿泊費・会場費
報告書作成費

各福祉分野の先駆性ある事業の実践を通して行
われる成果、課題のまとめなどの実践研究事業

実践研究事業費
調査経費
報告書作成費

助成対象項目経費
合計の80％以内
かつ50万円以内

社会福祉関係者の専門性の向上、現任訓練の方
法や体系、また就労、福利厚生などをテーマとす
る調査研究事業

調査経費
謝金・原稿料
報告書作成費

福祉施設職員などが幅広い視野と専門性を持っ
て支援業務に携わるために、他の福祉施設、団
体などで一定期間実習する派遣研修事業

交通費
宿泊費
報告書作成費

主　旨

助成対象事業／助成内容1

❶助 成 金 総 額 ／ 2,000万円以内
❷事業実施期間 ／ 平成27年4月から平成28年3月末までに実施される事業を対象とします。

助成金総額／事業実施期間2

対象とならない事業 営利活動、宗教活動、政治活動を含むもの。またこれらの目的のために利用される事業。

平成27年度

●

修
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研
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●

究
研
査
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事
修
研

業
事
究
研

額成助費経象対業事象対

D

公益財団法人 日本社会福祉弘済会

くっきり！ 福祉の未来形

社会福祉助成事業 実施要綱

平成27年度  社会福祉助成事業実施要綱
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申請時、下記資料を添付して提出ください。
❶申請団体の定款（任意団体は規則、規定）
❷申請団体紹介パンフレットや団体発行の機関誌など
❸申請団体の前年度の事業報告、決算書
❹申請団体の役員（会員）名簿

添付資料5

助成事業終了後1ヶ月以内に、完了報告書を提出ください。
❶事業完了報告書（様式指定）
❷事業成果物（講演レジメ、チラシなど）
❸収支計算書（予算に合わせて申請事業全体の収支計算書を作成してください。その際、助成対象経費
　の領収書のコピーを添付してください。）
❹事業成果原稿（様式指定）

事業完了報告書の提出8

申請案件は本会「選考委員会」（2月開催予定）の選考を経て、理事会（3月）で決定します。
選考結果は、採否に関わらず3月に各申請団体に書面にて通知いたします。

審査／結果通知6

❶申請団体は社会福祉事業や福祉施設の運営、福祉活動などを目的とする社会福祉法人、福祉施設、
　福祉団体などとします。
❷法人格のない任意団体、グループは市区町村社会福祉協議会の推薦を得て申請してください。
❸申請は1団体、1事業とします。

申請条件3

❶申 請 書 ／ 平成26年9月以降に、当会ホームページからダウンロードしてください。
❷申請期間 ／ 平成26年11月1日（土）～平成26年12月12日（金）消印有効
❸提 出 先 ／ 〒130-0022 東京都墨田区江東橋4-24-3
　　　　　　 公益財団法人 日本社会福祉弘済会 助成事業係　TEL:03-3846-2172

申請方法4

❶助成事業の中止や事業内容に変更が生じた場合は、前もって書面でご連絡ください。
❷助成事業に関わる広報資料や会議資料、報告書などに本会助成を受けている旨を明記してください。

助成事業の実施について7

※事業完了報告書の作成要領は、助成決定時にご通知いたします。

申請書はホームページからダウンロードできます。 http://www.nisshasai.jp/
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一
、
は
じ
め
に

歌
体
操
介
護
予
防
市
民
塾
は
、
２
０
０
９
年
８
月

に
吹
田
市
が
公
募
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
市
民
塾
」
の

活
動
団
体
と
し
て
応
募
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
の
結
果
採

択
さ
れ
、
２
年
間
吹
田
市
の
委
託
事
業
と
し
て
歌
体

操
で
の
高
齢
者
施
設
へ
の
訪
問
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
以
降
こ
の
活
動
を
継
続
的
に
行
い
、
多
く
の
高

い
評
価
を
得
て
活
動
中
で
す
。

近
年
、
激
増
し
て
い
る
認
知
症
者
を
対
象
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
に

よ
る
活
動
の
低
下
を
防
止
し
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、

歌
体
操
の
集
合
研
修
を
日
社
済
の
助
成
を
得
て
実
施

し
ま
し
た
。

二
、
助
成
事
業
概
要

団
体
の
活
動
目
的
は
、
高
齢
者
施
設
に
お
け
る
認
知

症
者
を
対
象
に
、
歌
体
操
を
媒
体
と
し
て
交
流
す
る
事

に
よ
っ
て
明
る
く
元
気
な
姿
を
少
し
で
も
取
り
戻
せ
る

事
を
狙
い
と
し
て
、
最
終
的
に
は
、
笑
顔
が
出
る
こ
と

を
ひ
と
つ
の
評
価
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

吹
田
市
内
で
は
50
ヶ
所
以
上
の
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護

施
設
等
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
当
塾
が
対
応
で
き
て
い

る
の
は
10
〜
15
ヶ
所
で
あ
り
、
他
か
ら
も
多
く
の
歌
体

操
の
出
動
要
請
を
受
け
て
い
ま
す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
高
齢
化
と
対
象
者
、
対
象
施
設
の
激
増
で
と
て
も
対

応
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
今
回
申

請
し
た
内
容
で
、
歌
体
操
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
技
能
養
成

講
座
を
開
催
し
多
く
の
施
設
に
歌
体
操
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
派
遣
で
き
る
よ
う
に
計
画
し
、
実
施
し
ま
し
た
。

集
合
研
修
会
の
時
期
、
内
容
等

１　

時
期　
　

毎
月
２
回    

２　

場
所　
　

吹
田
市
千
里
市
民
セ
ン
タ
ー　

他

３　

対
象
者
人
数　

30
名　
　

延
べ　

７
０
０
名

４　

毎
月
発
行
す
る
メ
ニ
ュ
ー
に
よ
る
歌
体
操
技
能
研　

５　

講
師　
　

外
部
講
師　
　

藤
川
安
高
先
生

三
、
事
業
の
成
果

歌
体
操
集
合
研
修
会
を
年
24
回
開
催
し
、
延
べ

６
９
２
人
の
研
修
を
実
施
し
、
当
初
計
画
し
て
い
た

内
容
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
受
講
生
の

技
能
が
格
段
に
上
達
し
、
意
識
も
高
ま
り
高
齢
者
施

設
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
す

る
機
運
が
芽
生
え
て
き
ま
し
た
。

現
在
、
吹
田
市
内
で
高
齢
者
施
設
12
施
設
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
へ
の
受

歌
体
操
を
媒
体
と
し
て
認
知
症
者
と
交
流
す
る
た
め
の
歌
体
操
研
修
会

●
事
業
成
果
報
告
集

歌
体
操
介
護
予
防
市
民
塾

塾
長　

加
藤
　
昌
子

集合研修会のようす
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「くっきり ! 福祉の未来形」〜日社済事業成果報告〜

講
生
の
見
学
者
が
５
施
設
15
人
あ
り
、
体
験
実
習
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、
集
合
研
修
会
の
成
果
が
高
め
ら

れ
た
と
思
え
ま
す
。

現
在
受
講
生
の
中
で
15
人
程
度
が
高
齢
者
施
設
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
て
お
り
、
他
の
人
も

刺
激
を
受
け
て
活
動
に
入
る
形
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
事
業
の
成
果
の
一
端
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
高

齢
者
施
設
で
の
認
知
症
者
を
主
と
し
た
対
象
と
考
え

て
い
ま
す
が
、
近
年
そ
れ
以
外
の
一
般
の
方
た
ち
に
、

健
康
体
操
と
し
て
の
歌
体
操
が
見
直
さ
れ
、
教
え
て

欲
し
い
と
い
う
要
望
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
各
地

域
で
10
人
程
度
の
サ
ー
ク
ル
が
数
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、

こ
こ
で
の
指
導
も
今
後
大
き
な
柱
に
な
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
高
齢
者
の
健
康
面
で
の
支
援

が
で
き
る
こ
と
も
大
切
な
要
件
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
高
齢
者
の
増
加
と
高
齢
者
施
設
の
増
設
で

ま
す
ま
す
歌
体
操
へ
の
要
望
と
期
待
が
高
ま
っ
て
く

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修
会
を
継
続
す
る
と

と
も
に
更
に
内
容
を
高
め
、
社
会
貢
献
の
道
を
進
み

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
社
済
の
助
成
金
に
よ
り
、
指
導
者
を
確
保
し
会

場
を
確
保
し
て
、
研
修
会
が
で
き
た
こ
と
は
、
幸
せ

で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
是
非
日
社
済
の
支
援
を

受
け
て
、
高
齢
者
の
味
方
で
あ
る
歌
体
操
を
充
実
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

四
、
成
果
の
広
報
・
公
表

こ
の
研
修
会
が
吹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
認
め
ら

れ
て
、
歌
体
操
介
護
予
防
市
民
塾
と
共
催
で
、
一
般
市

民
か
ら
歌
体
操
初
心
参
加
者
を
募
集
し
て
歌
体
操
講
座

を
実
施
す
る
と
こ
ろ
ま
で
進
展
し
ま
し
た
。
応
募
者
が

20
名
あ
り
、
充
実
し
た
歌
体
操
講
習
会
を
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
広
報
誌　
「
心
ふ
れ
あ
い
S
A
吹

田
通
信
」
に
も
今
後
掲
載
す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
広
報
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
歌
体
操
の
知
名
度
を

上
げ
活
動
を
定
着
さ
せ
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
日
社
済
の
助
成
金
は
他
に
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後
関
係
諸
団
体
に
も
こ
の
助

成
金
の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
い
ど
ん
ど
ん
活
用
し
、
活

動
の
発
展
に
役
立
て
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
当
団
体
も
、
こ
の
よ
う
な
い
い
助
成
金
が

あ
る
の
を
初
め
て
知
り
、
申
請
し
て
助
成
金
を
い
た
だ

け
た
の
は
幸
運
で
し
た
。
今
後
こ
の
活
動
を
更
に
充
実

さ
せ
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

五
、
今
後
の
展
開

健
康
寿
命
と
い
う
の
が
あ
り
、
平
均
寿
命
と
の
差

が
11
年
あ
る
と
い
う
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。

こ
の
11
年
間
の
健
康
寿
命
と
平
均
寿
命
の
差
こ
そ
注

目
す
べ
き
事
項
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
と
は
他
人
の
手
を
借
り
な
い
で
生
活
で

き
る
年
で
あ
り
、
平
均
寿
命
と
は
死
亡
す
る
年
齢
で
あ

る
か
ら
、
そ
の
11
年
は
健
康
保
険
や
介
護
保
険
の
お
世

話
に
な
り
、
病
院
や
介
護
施
設
で
生
活
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
健
康
寿
命
を
少
し
で
も
伸
ば
す
こ

と
が
、
歌
体
操
を
行
う
こ
と
で
達
成
で
き
る
と
た
ら
、

こ
の
活
動
を
し
て
き
た
甲
斐
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
道
へ
進
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

歌体操のようす

施設での歌体操のようす

施設での歌体操のようす
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一
、
は
じ
め
に

平
成
26
年
６
月
、
北
海
道
・
十
勝
サ
ホ
ロ
リ
ゾ
ー

ト
に
て
「
仏
ジ
ャ
ル
ダ
ン
・
ド
・
コ
カ
ー
ニ
ュ
に
学

ぶ
就
労
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

帯
広
畜
産
大
学
・
長
澤
学
長
の
開
会
挨
拶
、
浜
田
新

得
町
長
に
よ
る
歓
迎
挨
拶
に
続
き
、
基
調
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
の
で
、
概
要
に
つ
い
て
ご
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

二
、
基
調
講
演
1

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
有
機
農
業

を
活
用
し
た
社
会
的
弱
者
雇
用

へ
の
取
組
」

ジ
ャ
ン
・
ギ
ィ
・
ヘ
ン
ケ
ル 

氏

（
ジ
ャ
ル
ダ
ン
・
ド
・
コ
カ
ー
ニ
ュ
創
設
者
）　

通
訳
：
南
谷 
桂
子 

氏 
   （

講
演
要
旨
）

仏
ジ
ャ
ル
ダ
ン
・
ド
・
コ
カ
ー
ニ
ュ
は
、
フ
ラ
ン

ス
全
土
１
２
０
カ
所
で
展
開
し
、
３
６
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
環
境
重
視
型
の
持
続
可
能
な
農
業
（
バ
イ
オ
型
）

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
ら
の
農
場
で
は
、

社
会
的
弱
者
（
長
期
失
業
者
・
ホ
ー
ム
レ
ス
・
麻
薬
・

ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
者
・
ひ
き
こ
も
り
・
刑
余
者
な
ど

社
会
復
帰
の
困
難
な
人
）
を
訓
練
生
と
し
て
採
用
し
、

質
の
高
い
有
機
野
菜
を
生
産
・
出
荷
し
、
定
期
購
入

者
に
提
供
し
て
、
高
収
益
を
あ
げ
る
な
ど
高
付
加
価

値
を
実
現
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
訓
練
生
の
46
％
が

社
会
復
帰
（
収
入
を
得
て
納
税
す
る
な
ど
）
を
果
た

す
な
ど
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
８

月
に
は
、
日
本
の
谷
垣
法
務
大
臣
が
視
察
に
訪
れ
、

刑
余
者
を
出
所
後
に
ど
う
就
労
・
社
会
復
帰
さ
せ
る

か
に
つ
い
て
、
ジ
ャ
ル
ダ
ン
・
ド
・
コ
カ
ー
ニ
ュ
で

の
成
功
事
例
を
興
味
深
く
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
フ
ラ
ン
ス
で
は
、社
会
連
帯
経
済（
S
o
c
i
a
l 

So
l
i
d
a
r
i
t
y  

Ec
on
omy
）
を
国
全
体

で
推
進
し
て
お
り
、
社
会
的
弱
者
の
救
出
（
生
活
保

護
か
ら
の
脱
却
）
に
社
会
全
体
で
取
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
社
会
的
弱
者
個
人
へ
の
支
援
で
は

な
く
、
そ
う
い
う
人
た
ち
を
採
用
し
て
社
会
復
帰
を

促
す
企
業
体
へ
の
支
援
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

通
じ
て
、
将
来
的
に
日
本
の
“
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー

ム
・
ジ
ャ
パ
ン
”
と
フ
ラ
ン
ス
の
“
ジ
ャ
ル
ダ
ン
・

ド
・
コ
カ
ー
ニ
ュ
”
の
間
で
何
か
具
体
的
な
連
携
が

で
き
な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
世
界
は
も
う
グ

ロ
ー
バ
ル
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
そ

れ
ぞ
れ
の
組
織
で
働
く
若
者
同
士
の
交
流
を
図
る
こ

仏
ジ
ャ
ル
ダ
ン
・
ド
・
コ
カ
ー
ニ
ュ
に
学
ぶ
就
労
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

●
社
会
福
祉
事
業
視
察

日
本
社
会
福
祉
弘
済
会

理
事　

遠
藤
　
秀
樹

帯広畜産大学  長澤学長
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「くっきり ! 福祉の未来形」〜日社済事業成果報告〜

と
で
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
優
秀
な
若
者
の
育
成
に

努
め
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
、
基
調
講
演
２

「
日
本
に
お
け
る
社
会
的
弱
者
雇
用
」

炭
谷 

茂 

氏

（
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム・ジ
ャ
パ
ン
理
事
長
） 

   （
講
演
要
旨
）

日
本
で
は
、
社
会
的
に
ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
人
の
就

労
状
況
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
障
害
者
、
特
に
精

神
障
害
者
の
就
労
状
況
は
厳
し
い
で
す
。（
17
％
し

か
働
け
な
い
） 

ま
た
元
受
刑
者
（
特
に
高
齢
者
）
も

住
居
や
職
が
な
い
た
め
再
犯
を
繰
り
返
す
悪
循
環
が

生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
高
齢
者
、
難
病
患
者
、

ひ
き
こ
も
り
の
若
者
な
ど
を
加
え
る
と
、
か
な
り
多

く
の
ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え
た
人
が
い
ま
す
。

こ
う
し
た
人
た
ち
の
社
会
か
ら
の
排
除
、
孤
立
が
、

日
本
に
お
い
て
今
急
速
に
進
行
し
て
お
り
、「
日
本

社
会
の
底
が
割
れ
て
い
る　

」
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
は
、
ハ
ン
デ
ィ
を
抱
え

た
人
た
ち
が
仕
事
な
ど
を
通
し
て
社
会
と
の
つ
な
が

り
（
接
点
）
を
持
つ
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
社
会
的
目
的
を
も
っ
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
的
な

手
法
を
用
い
て
、
社
会
的
ハ
ン
デ
ィ
を
も
っ
た
人
た

ち
が
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
働
け
る
職
場
と
し
て

の
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
（
社
会
的
企
業
）
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。

日
本
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
展
開
と

し
て
は
、「
未
来
の
日
本
を
担
う
分
野
」
に
進
出
す
る

こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
成
長
産
業
で
あ
り
、
他
と

の
競
争
に
も
勝
て
る
、
社
会
的
意
義
が
大
き
い
、
付

加
価
値
の
高
い
事
業
を
考
え
て
い
ま
す
。
社
会
的
ハ

ン
デ
ィ
を
持
っ
た
人
を
多
数
雇
用
す
る
た
め
に
も
必

然
的
に
そ
う
な
り
ま
す
。

分
野
と
し
て
は
、
環
境
・
農
業
・
福
祉
・
サ
ー
ビ

ス
業
の
分
野
に
な
り
ま
す
。

環
境
分
野
で
は
、３
R（
R
e
d
u
c
e
、
R
e
u
s
e
、

R
e
c
y
c
l
e
）と
い
っ
た
環
境
と
経
済
の
両
立
を

目
指
し
た
事
業
を
高
岡
市
に
設
立
し
ま
し
た
。（
ア
ル

ハ
イ
テ
ッ
ク
：
資
本
金
２
億
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
→

廃
ア
ル
ミ
に
よ
る
水
素
利
用
）
高
付
加
価
値
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
と
し
て
、
軌
道
に
乗
れ
ば
高
齢
者
・
障

害
者
等
の
受
け
皿
と
し
て
就
労
支
援
に
つ
な
が
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

ま
た
農
業
分
野
で
は
、
飯
能
市
で
自
然
農
法
に
よ

る
野
菜
栽
培
（
N
P
O
法
人
た
ん
ぽ
ぽ
）
を
実
践
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
も
っ
と
発
展
す
る
為
に
は
販
売

力
の
強
化
、
資
金
面
で
の
強
化
等
を
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
販
売
力
の
強
化
策
と
し
て
は
、ソ
ー

シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
と
ソ
ー

シ
ャ
ル
フ
ァ
ー
ム
の
ブ
ラ
ン
ド
の
確
率
（
ロ
ゴ
マ
ー

ク
な
ど
）
を
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク
等

の
浸
透
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
化
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
ー

ム
自
体
の
知
名
度
・
販
売　

力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
資
金
面
で
は
、
日
本
の
大
企
業
の
参
画
・
出

資
（
社
会
貢
献
）
に
よ
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
の
確
立
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
社
会
的
ハ
ン
デ
ィ
を
持
っ
た
人
た
ち
は
、

「
保
護
さ
れ
る
」
の
で
は
な
く
て
、
社
会
の
一
員
と
し

て
「
自
立
」
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
第
一
義

に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

一
人
の
人
間
と
し
て
社
会
の
中
で
当
た
り
前
の
よ

う
に
生
き
て
い
く
（
働
い
て
収
入
を
得
る
）
こ
と
が

で
き
る
よ
う
な
社
会
を
つ
く
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

ジャン・ギィ・ヘンケル氏

炭谷 茂 氏
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空
飛
ぶ
車
い
す
、
今
年
も
東
北
へ
行
く
!

　

使
わ
れ
な
く
な
っ
た
中
古
車
い
す

を
修
理
し
て
、
海
外
の
人
た
ち
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
す
る
活
動
を
続
け
て
い

る
「
空
飛
ぶ
車
い
す
学
校
グ
ル
ー

プ
（
28
都
道
府
県
81
校
）。
東
日
本

大
震
災
の
後
は
被
災
地
の
車
い
す
支

援
に
も
乗
り
だ
し
、
東
北
3
県
に

4
百
台
を
超
え
る
車
い
す
を
贈
っ
て

き
ま
し
た
。
震
災
か
ら
既
に
3
年
、

今
回
は
5
月
4
日
〜
6
日
の
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
女
川
町
社
会
福
祉

協
議
会
、
大
船
渡
市
気
仙
苑
、
気
仙

沼
市
燦
さ
ん
館
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、
福
寿
荘
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
を
訪
れ
た
神
奈
川
工
科
大
学
、

新
潟
医
療
福
祉
大
学
の
学
生
た
ち
の

レ
ポ
ー
ト
を
お
届
け
し
ま
す
。

ー 

今
回
の
活
動
が
神
奈
川
テ
レ
ビ
で
10
分
間
放
映
さ
れ
ま
し
た
ー

気仙沼市　燦さん館デイサービスセンターにて

2013年

女川町社協地域センター前

2014年
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車
い
す
の
利
用
台
数
が
増
え
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
気
仙
苑
の
利
用
者
が
増
え

て
い
る
と
い
う
こ
と
。

神
奈
川
工
科
大
学
3
年

島
野　

克
弥

　

私
は
今
回
で
3
度
目
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。
初
め

て
訪
問
し
た
時
は
、
施
設
全
体
か
ら
ど
こ
か
寂
し
い
雰

囲
気
を
感
じ
ま
し
た
が
、
今
回
の
気
仙
苑
は
職
員
の
方

た
ち
も
仕
事
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
る
よ
う
に
思
え
、

今
ま
で
に
は
な
か
っ
た
賑
わ
い
で
ど
こ
か
暖
か
い
感
じ

が
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
で
も
強
く
印
象
に
残
っ
て

い
る
こ
と
は
活
動
2
日
目
の
大
船
渡
市
の
気
仙
苑
で
の

修
理
活
動
で
、
私
は
今
ま
で
の
修
理
活
動
で
は
な
か
っ

た
初
め
て
の
経
験
を
し
ま
し
た
。
3
そ
れ
は
年
前
の
も

の
と
は
明
ら
か
に
違
う
汚
れ
で
し
た
。
そ
し
て
、
修
理

が
必
要
な
車
い
す
の
台
数
が
今
ま
で
よ
り
も
増
え
て
お

り
、
こ
の
こ
と
か
ら
車
い
す
の
利
用
台
数
が
増
え
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
私
は
車
い
す
の
利
用
台
数
を

通
し
て
気
仙
苑
の
利
用
者
が
増
え
て
い
る
と
い
う
こ
と

を
知
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
と
て
も
嬉
し
く
感
じ
ま
し

た
。
今
回
の
活
動
で
私
が
直
に
感
じ
た
こ
と
は
、
目
に

は
見
え
な
く
と
も
確
実
に
復
興
は
進
ん
で
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。
瓦
礫
の
撤
去
や
新
し
く
建
物
を
建

造
す
る
こ
と
だ
け
が
復
興
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
に

人
が
生
活
で
き
る
環
境
が
あ
り
、
心
配
や
不
安
が
な
く

な
っ
た
時
こ
そ
が
真
の
復
興
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

若
い
人
が
観
光
で
来
て
く
れ
る
だ
け

で
も
嬉
し
い
。

神
奈
川
工
科
大
学
3
年

梅
原　

直
人

　

私
が
被
災
地
（
女
川
町
）
に
足
を
運
ん
だ
の
は
今
回

で
4
回
目
で
す
。
1
回
目
は
高
校
3
年
生
の
と
き
、
女

川
町
内
の
港
の
あ
っ
た
場
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
い
ま
し
た
。
2
回
目
以
降
は
、
K
W
R
に
入
り
今

回
の
様
な
被
災
地
活
動
の
際
に
訪
れ
ま
し
た
。
3
回
目

に
訪
れ
た
際
、
そ
の
付
近
で
港
が
完
成
し
た
の
を
見
て
、

感
激
し
ま
し
た
。
周
辺
は
観
光
地
と
し
て
復
興
す
る
計

画
の
よ
う
で
す
。
今
回
（
4
回
目
）、土
や
建
築
材
が
所
々

に
あ
り
、
女
川
町
の
地
盤
を
盛
土
す
る
た
め
の
準
備
が

進
ん
で
い
る
の
を
見
ま
し
た
。
土
地
も
嵩
上
げ
さ
れ
る

と
の
こ
と
で
、
ま
た
少
し
ず
つ
そ
の
様
子
を
見
る
の
が

楽
し
み
で
す
。
K
W
R
の
活
動
で
赴
く
だ
け
で
な
く
、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
東
北
に
観
光
と
し
て
遊
び
に
行
く
の

も
復
興
の
手
助
け
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
実
際
に

現
地
の
方
か
ら
お
話
を
聞
き
ま
し
た
が
、
若
い
人
が
観

光
と
し
て
足
を
運
ん
で
く
れ
る
だ
け
で
も
嬉
し
い
と
聞

き
ま
し
た
。

今
後
も
K
W
R
と
F
W
S
は
、
被
災
地
の
支
援
を
続
け

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
は
他
と
違
う
場

所
で
活
動
を
し
て
み
た
い
で
す
。
も
っ
と
多
く
の
方
に

支
援
が
で
き
る
よ
う
に
。

こ
れ
か
ら
も
東
北
活
動
に
参
加
し
て
い

き
た
い
で
す
。

神
奈
川
工
科
大
学
2
年

池
田　

拓
海

　

去
年
も
東
北
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
が
、
今
回
の
東

北
活
動
で
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
程
度
復
興

が
進
ん
で
き
た
今
、
1
年
で
は
大
き
な
変
化
は
あ
ま
り

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
や
は
り
、
大
震
災
な
ど
の
復
興

は
10
年
単
位
で
時
間
の
か
か
る
事
な
の
だ
な
と
改
め
て

実
感
。
今
回
の
活
動
で
反
省
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
点

が
多
か
っ
た
。
途
中
か
ら
作
業
に
参
加
す
る
形
に
な
っ

た
た
め
、
全
体
の
流
れ
が
掴
め
ず
ど
の
よ
う
に
動
く
の

か
理
解
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
各
代
表
と
連
携
が
取

れ
な
か
っ
た
た
め
、
か
な
り
バ
タ
バ
タ
し
全
体
の
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
様
に
、

全
体
的
な
連
絡
・
確
認
を
怠
っ
た
た
め
作
業
が
潤
滑
に

島野克弥さん

梅原直人さん

■空飛ぶ車いす、今年も東北へ行く

神奈川工科大学車いす修理屋� Kanagawa�Wheelchair�Repair
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進
ま
ず
、
代
表
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
自
分
の
目
標

を
果
た
せ
た
か
は
怪
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
改
善
点
や

反
省
点
・
2
度
目
の
活
動
で
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
な
ど
、
今
後
の
活
動
方
針
が
見
え
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
東
北
活
動
に
参
加
し
て
い
き
た
い
で
す
。

被
災
地
の
た
め
に
活
動
が
出
来
る
事
に
、

大
き
な
充
実
感
と
誇
り
を
感
じ
た
。

神
奈
川
工
科
大
学
1
年

近
藤　

斗
輝

　

4
日
、
宮
城
県
女
川
町
へ
、
車
中
か
ら
景
色
を
見
て
い

る
と
今
ま
で
民
家
が
普
通
に
並
ん
で
い
た
町
並
み
だ
っ
た

は
ず
な
の
に
、
い
つ
の
間
に
か
景
色
が
一
変
し
、
空
き

地
と
所
々
に
残
っ
て
い
る
瓦
礫
が
海
岸
ま
で
広
が
っ
て
い

た
。
こ
の
時
か
ら
す
で
に
私
は
「
復
興
は
ま
だ
終
わ
り
そ

う
に
な
い
」
と
頭
の
中
に
書
き
と
め
て
い
た
。

　

5
日
、
こ
の
日
は
岩
手
県
大
船
渡
市
の
気
仙
苑
で
、
車

い
す
を
修
理
し
た
。
前
日
に
比
べ
て
数
が
多
く
、
実
際
修

理
で
き
た
数
も
少
な
か
っ
た
が
、
タ
イ
ヤ
交
換
な
ど
を

F
W
S
の
先
輩
に
教
え
て
い
た
だ
き
、
技
術
の
向
上
を
実

感
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
6
日
、
最
後
の
日
。
こ
の
日
は

先
に
直
し
て
お
い
た
車
い
す
を
燦
さ
ん
館
と
福
寿
荘
の

二
つ
の
施
設
へ
運
ん
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
の
方
に
3
・

11
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い
た
。
以
上
が
私
が
経
験
し
た

K
W
R
最
初
の
活
動
で
あ
り
合
宿
だ
っ
た
。
正
直
、
復
興

が
ま
だ
ま
だ
終
わ
り
そ
う
に
な
い
こ
と
に
、
驚
愕
し
た
。

3
・
11
か
ら
早
く
も
3
年
た
っ
た
が
、
い
ま
だ
に
震
災
の

爪
あ
と
は
被
災
地
に
深
く
刻
み
込
ま
れ
て
い
た
ま
ま
で
、

「
被
災
地
の
た
め
に
こ
う
し
た
活
動
が
出
来
る
こ
と
に
」、

大
き
な
充
実
感
と
誇
り
を
感
じ
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
続

け
て
い
き
、
こ
れ
か
ら
も
が
ん
ば
っ
て
行
き
た
い
と
思
う

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

被
災
地
も
パ
ン
ク
修
理
も
初
め
て
。

　

神
奈
川
工
科
大
学
1
年

加
藤　

佑
亮

　

私
は
秋
田
県
出
身
で
岩
手
や
宮
城
と
は
近
い
所
に
住

ん
で
い
た
が
実
際
に
被
災
地
を
訪
れ
た
こ
と
は
今
ま
で

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
じ
東
北
の
者
と
し
て
、
一
度

は
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
活
動
に
参
加
す
る
と

決
め
ま
し
た
。
実
際
に
被
災
地
を
訪
れ
て
み
て
、
考
え

る
こ
と
は
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
私
は
車
い
す
修
理
も
初

体
験
で
あ
っ
た
。
私
は
、
前
日
に
少
し
経
験
し
た
ば
か

り
の
車
い
す
修
理
を
し
っ
か
り
こ
な
せ
ら
れ
る
か
心
配

で
あ
っ
た
。
案
の
定
修
理
す
る
の
は
難
し
く
、
一
台
を

直
す
の
に
か
な
り
の
時
間
が
か
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
わ

か
ら
な
い
こ
と
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
先
輩
に
聞
い
て
い
く

う
ち
に
車
い
す
の
仕
組
み
や
、
ど
う
い
っ
た
原
理
で
動

く
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
修
理
の
仕
方

も
少
し
で
は
あ
る
が
覚
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
例
え
ば
、

キ
ャ
ス
タ
ー
や
大
車
輪
の
動
き
が
鈍
け
れ
ば
ベ
ア
リ
ン

グ
に
原
因
が
あ
る
か
ら
、
そ
こ
の
汚
れ
を
落
と
す
。
車

輪
が
が
た
つ
く
と
乗
る
人
が
使
い
に
く
く
な
る
か
ら
、

ボ
ル
ト
の
締
め
具
合
を
調
整
す
る
な
ど
で
あ
る
。
ど
れ

も
初
歩
的
な
こ
と
だ
が
、
私
か
ら
し
て
み
れ
ば
す
ご
い

こ
と
の
よ
う
に
思
え
た
。
こ
う
し
て
修
理
し
終
え
た
車

い
す
は
福
祉
施
設
へ
と
返
還
さ
れ
た
。
施
設
の
か
た
は

車
い
す
の
需
要
に
限
界
は
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。

そ
れ
は
つ
ま
り
自
分
た
ち
の
活
動
に
終
わ
り
が
な
い
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
一
年
に

一
回
の
訪
問
で
は
あ
る
が
、
と
て
も
大
き
な
意
味
を
も
っ

た
一
回
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。
周
り
か
ら
の

期
待
に
応
え
る
た
め
に
も
こ
の
活
動
が
大
切
な
こ
と
で

あ
る
と
実
際
に
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。

神奈川工科大学車いす修理屋� Kanagawa�Wheelchair�Repair
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■空飛ぶ車いす、今年も東北へ行く

自
分
が
被
災
地
を
み
て
感
じ
た
こ
と
を

沖
縄
の
み
ん
な
に
伝
え
る
た
め
に
。

神
奈
川
工
科
大
学
1
年

川
満　

太
一
朗

　

震
災
の
時
、
私
は
沖
縄
で
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
居
残

り
授
業
を
し
て
い
た
。
地
震
が
起
こ
り
す
ぐ
に
帰
る
よ

う
先
生
に
言
わ
れ
、
私
た
ち
の
所
が
揺
れ
た
の
で
は
な

か
っ
た
の
で
、
そ
ん
な
大
し
た
こ
と
な
い
だ
ろ
う
と
思

い
家
に
帰
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
そ
の
後
テ
レ
ビ
で

流
れ
て
い
た
光
景
に
絶
句
し
た
こ
と
も
。
連
日
テ
レ
ビ

で
流
さ
れ
る
被
災
地
の
こ
と
を
ど
こ
か
現
実
で
な
い
よ

う
な
気
が
し
て
い
た
。
そ
れ
を
現
実
に
す
る
為
に
も
何

も
知
ら
な
い
自
分
が
被
災
地
を
み
て
感
じ
た
こ
と
を
地

元
の
み
ん
な
に
伝
え
る
為
に
も
こ
の
活
動
に
参
加
し
よ

う
と
決
意
し
た
。
仙
台
に
着
き
、
思
っ
て
い
た
よ
り
も

被
害
が
な
く
普
通
だ
っ
た
の
で
復
興
が
進
ん
で
い
る
の

だ
と
思
っ
た
。
そ
の
後
、
最
初
の
活
動
場
所
で
あ
る
女

川
町
に
向
か
っ
た
。
女
川
町
で
私
は
す
ご
く
驚
い
た
。

町
が
広
が
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
場
所
が
空
き
地
に
な
っ

て
い
た
。
女
川
町
社
協
地
域
セ
ン
タ
ー
で
の
作
業
が
終

わ
り
、
震
災
当
時
の
お
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
地

域
セ
ン
タ
ー
の
近
く
に
は
、
震
災
を
わ
す
れ
な
い
た
め

に
倒
壊
し
た
ビ
ル
が
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
見
て
津

波
の
激
し
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
震
災
か
ら
3
年
、

私
は
遠
く
離
れ
た
土
地
か
ら
東
北
に
や
っ
て
き
た
、
そ

し
て
思
っ
た
の
は
3
年
で
こ
れ
だ
け
し
か
復
興
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
、
ま
た
、
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
、
私
が
復
興
に
む
け
て
少
し
で
も
役
に
立
つ
こ

と
が
で
き
る
の
な
ら
、
ま
た
来
年
も
こ
の
活
動
に
参
加

し
た
い
。

い
つ
か
こ
の
体
験
が
役
に
立
つ
と 

信
じ
て
い
る
。

新
潟
医
療
福
祉
大
学
2
年

柴
田　

恭
介

　

今
回
は
代
表
と
し
て
、
初
東
北
、
初
遠
征
だ
っ
た
修

理
会
そ
の
も
の
は
な
ん
と
か
終
了
し
た
も
の
の
力
不
足

を
痛
感
す
る
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

F
W
S
は
東
北
に
行
く
に
当
た
り
、
明
ら
か
に
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
の
数
が
少
な
く
K
W
R
と
も
う
ま
く
連
絡
が
取
れ

て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
東
北
へ
行
く
た
め
に
立
て

た
個
人
の
目
標
は
全
員
同
じ
方
向
を
向
き
切
れ
て
い
な

か
っ
た
気
が
す
る
。
事
前
学
習
も
か
ね
て
し
っ
か
り
と

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
重
ね
て
東
北
を
知
れ
て
い
れ
ば
も
っ

と
成
長
で
き
た
だ
ろ
う
。

　

東
北
で
の
活
動
で
人
間
的
に
も
技
術
的
に
も
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
だ
実
感
は
な
い
が
、
い

つ
か
こ
の
時
の
こ
と
が
役
に
立
つ
時
が
く
る
と
信
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
東
北
へ
は
足
を
運
び
た
い
。

前
へ
進
ん
で
い
る
こ
と
に
感
動
し
ま
し
た
。

新
潟
医
療
福
祉
大
学
1
年

井
上　

樹い
つ
き

　

今
回
東
北
に
行
こ
う
と
決
め
た
理
由
は
2
つ
あ
り
ま

す
。
1
つ
目
は
、
大
震
災
か
ら
約
3
年
た
ち
、
現
在
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
を
見
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

震
災
が
起
こ
っ
た
時
、
私
は
地
元
で
あ
る
大
阪
に
い

ま
し
た
。
震
災
の
状
況
は
テ
レ
ビ
越
し
で
し
か
判
ら
な

く
、
正
直
な
所
、
あ
ま
り
実
感
が
わ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
訪
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
何
か
が
変
わ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
た
の
で
す
。　

　

実
際
訪
れ
て
み
て
、
3
年
前
テ
レ
ビ
で
見
た
景
色
と

Kanagawa�Wheelchair�Repair�&�Flying�Wheelchair�Supporters
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は
全
く
別
の
風
景
で
し
た
。
復
興
は
ま
だ
ま
だ
…
…
い

や
、
3
年
で
こ
こ
ま
で
復
興
で
き
る
も
の
な
の
だ
な
と

思
い
ま
し
た
。
し
か
も
復
興
だ
け
で
な
く
、
も
し
、
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
も
対
処
で
き
る
よ
う
に
前

へ
進
ん
で
い
る
こ
と
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
2
つ

目
は
、
車
い
す
修
理
の
知
識
を
増
や
し
た
か
っ
た
か
ら

で
す
。
今
回
参
加
し
て
、
O
B
の
方
か
ら
も
、
K
W
R

の
方
か
ら
も
、「
そ
の
手
が
あ
っ
た
か
！
」「
そ
う
す
れ

ば
い
い
の
か
！
」
と
思
わ
さ
れ
る
こ
と
が
沢
山
あ
り
、

本
当
に
参
加
し
て
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。
次
回

も
参
加
し
た
い
な
と
思
え
る
も
の
を
得
ら
れ
た
の
で
、

次
回
も
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

仮
設
住
宅
は
写
真
よ
り
質
素
に
見
え
ま

し
た
。

新
潟
医
療
福
祉
大
学
1
年

篠
塚　

梨
乃

　

震
災
当
時
私
は
諏
訪
の
中
学
生
で
T
V
映
像
で
し
か

被
害
を
見
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら

3
年
。
大
学
の
空
飛
ぶ
車
椅
子
サ
ー
ク
ル
で
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
東
北
で
活
動
す
る
こ
と
を
聞
き
、
3

年
前
は
何
も
出
来
な
か
っ
た
け
ど
、
今
な
ら
ほ
ん
の
少

し
で
も
、
何
か
の
役
に
立
つ
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
、
参
加
し
ま
し
た
。
社
協
の
方
か
ら
、
今

回
の
活
動
拠
点
の
高
台
の
上
に
あ
る
こ
の
場
所
で
さ
え

津
波
が
押
し
寄
せ
た
こ
と
等
、
少
し
で
す
が
お
話
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く
の
人
が
大
切
な
人
や
か

け
が
え
の
な
い
人
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
改
め
て

実
感
し
、
悲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
一
番
印
象
に
残
っ

て
い
る
事
は
最
終
日
、
修
理
の
終
わ
っ
た
車
椅
子
を
施

設
に
運
ぶ
道
中
で
し
た
。
目
的
地
の
近
く
に
ず
ら
り
と

並
ん
だ
沢
山
の
白
い
建
物
が
目
に
入
っ
て
き
た
時
で
す
。

一
瞬
で
そ
れ
が
仮
設
住
宅
だ
と
分
か
り
、
驚
き
ま
し
た
。

確
か
に
少
な
か
ら
ず
、
ま
だ
仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
る

人
も
い
る
と
は
思
い
ま
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
多
く
の
仮

設
住
宅
居
住
者
が
い
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　

仮
設
住
宅
は
写
真
で
見
る
よ
り
も
ず
っ
と
質
素
に
見

え
ま
し
た
。　

私
は
今
回
の
活
動
に
参
加
し
て
、
震
災

の
爪
痕
が
ま
だ
ど
れ
ほ
ど
残
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の
中

で
被
災
地
の
人
々
が
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
る
の
か
、

少
し
で
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
も
ま
た
こ

の
活
動
に
参
加
し
、
今
回
よ
り
も
多
く
の
車
椅
子
を
修

理
し
、
被
災
地
で
使
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
た
と

思
い
ま
し
た
。

震
災
の
事
実
は
シ
ョ
ッ
ク
の
連
続
で
つ
ら

か
っ
た
、
け
ど
。

新
潟
医
療
福
祉
大
学
1
年

平
井　

瑠
奈

　

私
は
福
島
県
出
身
で
、
津
波
の
被
害
は
受
け
な
か
っ

た
も
の
の
、
震
度
6
弱
も
の
大
き
い
地
震
を
経
験
し
ま

し
た
。
生
ま
れ
て
初
め
て
経
験
し
た
大
地
震
、
激
し
い

揺
れ
と
ミ
シ
ミ
シ
と
な
る
家
、
落
ち
て
く
る
者
に
何
が

起
こ
っ
て
い
る
の
か
す
ぐ
に
は
判
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
必
死
の
想
い
で
家
の
外
に
逃
げ
ま
し
た
。
あ
れ
か

ら
3
年
が
た
ち
大
学
生
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
に

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
誘
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
不

安
は
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、
積
極
的
に
行
動
し
学
べ

る
こ
と
は
全
て
学
ぶ
と
い
う
こ
と
を
目
標
に
東
北
の
復

興
に
少
し
で
も
力
に
な
れ
た
ら
い
い
な
と
い
う
気
持
ち

で
東
北
に
向
か
い
ま
し
た
。
こ
の
3
日
間
で
沢
山
の
人

に
出
会
い
、
沢
山
の
お
話
を
伺
い
、
自
分
も
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

新潟医療福祉大学� Flying�Wheelchair�Supporters

FWSとKWRの皆さん  女川町社協地域センターにて
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前列左から  石川さん、篠原さん



13 2014.8

■空飛ぶ車いす、今年も東北へ行く

参
加
し
て
知
ら
ず
に
い
た
震
災
の
事
実
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
知
る
こ
と
は
シ
ョ
ッ
ク
の
連
続
で
つ
ら

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
知
ら
ず
に
過
ご
す
よ

り
ず
っ
と
い
い
で
す
。
も
っ
と
多
く
の
人
に
震
災
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
自
身
も

さ
ら
に
車
い
す
の
修
理
の
技
術
を
あ
げ
て
、
も
っ
と
復

興
の
力
に
な
り
た
い
と
思
う
3
日
間
で
し
た
。

２
年
目
の
実
感
、
支
援
は
続
け
る
か
ら

意
味
が
あ
る
。

新
潟
医
療
福
祉
大
学
2
年

栗
栖　

亜
実

　

あ
る
方
に「
復
興
は
ど
う
で
す
か
？
」と
質
問
を
し
た
。

す
る
と
「
逆
に
ど
う
見
え
ま
す
か
？
」
と
聞
か
れ
た
の

で
、
私
は
進
ん
で
い
る
の
は
確
か
だ
け
れ
ど
、
自
分
が

思
っ
て
い
る
よ
り
前
全
復
興
さ
れ
て
い
な
い
で
す
。
と

自
分
の
思
っ
た
ま
ま
を
言
っ
た
。
す
る
と
そ
の
人
は
「
あ

ら
そ
う
？  

確
か
に
ま
だ
ま
だ
な
場
所
も
あ
る
わ
ね
。
で

も
確
実
に
気
持
ち
は
前
に
復
興
へ
向
か
っ
て
い
る
ん
で

す
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
た
。
東
北
の
景
色
は
去
年
と
比

べ
何
も
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
場
所
、

パ
ッ
と
見
て
復
興
が
分
か
る
場
所
、
そ
う
言
え
ば
…
…

よ
う
な
小
さ
な
変
化
の
場
所
と
様
々
だ
っ
た
。
私
は
活

動
中
東
北
の
景
色
に
目
を
向
け
一
喜
一
憂
し
な
が
ら
過

ご
し
ま
し
た
。
復
興
し
て
い
る
と
変
化
が
わ
か
る
と
こ

ろ
は
勿
論
嬉
し
い
し
、
変
化
が
ま
だ
な
場
所
を
見
て
残

念
な
気
持
ち
に
な
っ
て
も
今
年
は
そ
こ
ば
か
り
に
と
ら

わ
れ
ず
、
1
年
に
一
度
し
か
来
れ
な
い
け
れ
ど
、
一
緒

に
一
歩
一
歩
前
に
進
ん
で
い
こ
う
と
思
え
ま
し
た
。
外

部
で
の
活
動
は
毎
回
精
神
的
に
も
自
分
を
成
長
さ
せ
て

く
れ
る
場
所
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
今
回
初
め
て
東
北

の
活
動
に
参
加
す
る
人
が
何
人
か
い
て
、
そ
の
中
に
は

去
年
の
報
告
会
で
発
表
し
た
ス
ラ
イ
ド
を
見
て
来
よ
う

と
思
っ
た
人
も
い
た
み
た
い
で
し
た
。
来
年
も
再
来
年

も
こ
の
先
も
ず
っ
と
い
ろ
ん
な
人
が
参
加
し
て
ほ
し
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
来
る
前
は
い
ろ
ん
な
こ
と
が
不
安

だ
っ
た
け
れ
ど
、
今
年
も
参
加
す
る
こ
と
で
復
興
支
援

は
続
け
る
か
ら
意
味
が
あ
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
知
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

勇
気
を
も
ら
っ
た
。 

２
０
１
４ 

年
５
月
４
日
〜
６
日

新
潟
医
療
福
祉
大
学
2
年

石
川　

由
佳
子

　

生
ま
れ
て
初
め
て
行
く
東
北
。
楽
し
い
だ
け
で
は
な

く
反
省
す
る
こ
と
も
見
て
感
じ
る
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。

　

も
し
自
分
は
こ
こ
に
い
て
自
分
よ
り
も
ほ
か
の
人
の

命
を
大
事
に
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
き
本
当
に
他
の
人

の
た
め
に
尽
く
せ
る
か
。
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
な
ん

だ
か
暗
く
な
っ
て
き
た
。
も
し
、
自
分
の
住
ん
で
い
る

新
潟
が
、
海
や
川
が
近
く
に
あ
っ
て
住
み
慣
れ
て
い
て

友
達
が
い
る
新
潟
が
ま
る
で
舗
装
さ
れ
て
い
な
い
砂
利

の
駐
車
場
の
よ
う
に
な
っ
た
ら
。
そ
う
考
え
た
ら
な
ん

だ
か
涙
が
出
て
き
て
、
考
え
た
だ
け
で
こ
う
な
る
っ
て

こ
と
は
実
際
に
見
て
感
じ
て
体
験
し
た
方
々
は
こ
ん
な

な
ま
ぬ
る
い
気
持
ち
で
い
れ
な
か
っ
た
な
…
…
と
思
っ

た
。
そ
れ
で
も
気
持
ち
は
前
を
向
い
て
い
て
、
い
つ
ま

で
も
い
じ
い
じ
し
て
い
る
自
分
と
は
全
然
違
っ
た
。
今

自
分
が
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
事
、
や
り
た
い
こ
と
を

貪
欲
に
頑
張
ろ
う
と
思
う
。
投
げ
な
い
で
立
ち
向
か
い

た
い
と
思
う
。
偉
そ
う
な
事
を
言
っ
て
終
わ
り
に
し
な

い
よ
う
に
頑
張
ろ
う
。

日
社
済
で
は
こ
れ
か
ら
も
空
飛
ぶ
車
い
す
学
校
グ
ル
ー
プ

が
お
こ
な
う
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
学
生
た

ち
の
精
力
的
な
活
動
内
容
に
、
ぜ
ひ
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

新潟医療福祉大学� Flying�Wheelchair�Supporters

石川由佳子さん



142014.8

「
大
森
か
ら
世
界
へ
」
2
0
1
4
年
６
月
21
日

大
森
学
園
高
校
で
空
飛
ぶ
車
い
す
修
理
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
森
学
園
か
ら
は
車
い
す
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
グ
ル
ー
プ

13
人
を
筆
頭
に
誠
和
会
（
P
T
A
）、
野
球
部
・
陸
上

部
・
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
・
自
動
車
部
の
部
活
参
加
の

生
徒
さ
ん
が
参
加
。
外
部
参
加
は
大
田
区
役
所
広
報
担

当
、
森
工
車
椅
子
会
、
東
京
蒲
田
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、

大
森
子
供
交
流
セ
ン
タ
ー
、
馬
込
東
中
学
校
、
空
飛
ぶ

車
い
す
i
n
神
栖
（
茨
城
県
神
栖
町
社
会
福
祉
協
議
会
）、

神
奈
川
工
科
大
学
、新
潟
医
療
福
祉
大
学
、福
祉
新
聞
社
、

日
本
社
会
福
祉
弘
済
会
等
々
で
1
0
0
人
を
超
え
る
大

人
数
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
が
汗
ま
み
れ
に
な

り
、
42
台
を
修
理
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
大
森
学

園
2
年
生
の
菅
谷
君
か
ら
空
飛
ぶ
車
い
す
活
動
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。「
平
成
12
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
の
空
飛
ぶ
車
い
す
修
理
大
会
は
今
年
で
第
15
回
目
を

迎
え
ま
す
が
、
延
べ
2
5
0
0
人
の
方
々
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
“
大
森
か
ら
世
界
へ
“
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、

今
ま
で
の
主
な
寄
贈
先
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
へ
2
3
3
台
、

韓
国
へ
1
6
7
台
、
タ
イ
へ
1
1
4
台
、
東
北
各
地
へ

1
0
2
台
と
続
き
ま
す
。」

2
0
1
4
年
６
月
23
日
、
今
年
も
、
岩
手
県

内
の
工
業
高
校
生
が
一
堂
に
集
ま
り
「
い
わ

て
車
い
す
フ
レ
ン
ズ
」
︱
車
い
す
整
備
技

術
講
習
会
︱
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
ス
タ
ー
ト
時
間
が
早
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず

県
下
7
校
か
ら
引
率
の
先
生
と
共
に
約
30
名
の
高
校
生

が
朝
早
く
か
ら
集
ま
り
車
い
す
の
修
理
・
整
備
活
動
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
神
奈
川
工
科
大
学
生
に
よ

る
映
像
で
の
昨
年
の
タ
イ
レ
ポ
ー
ト
報
告
（
空
港
で
の

受
け
取
り
〜
搬
送
〜
利
用
者
へ
の
手
渡
し
、
車
い
す
の

使
用
環
境
等
）
を
受
け
、
修
理
し
た
車
い
す
が
ど
の
よ

う
な
流
れ
を
た
ど
り
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
る
の
か
を

確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
際
の
修
理
活
動
に
入
り

概
ね
3
〜
4
人
一
組
で
ノ
ー
パ
ン
ク
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
、

ベ
ア
リ
ン
グ
の
清
掃
、
ブ
レ
ー
キ
調
整
等
修
理
内
容
は

多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
生
や
先
生
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
皆
さ
ん
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で
最

終
的
に
14
台
の
車
い
す
の
再
生
を
行
う
事
が
出
来
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」、「
以

前
よ
り
修
理
の
方
法
が
理
解
で
き
た
」、「
学
校
で
の
修

理
に
生
か
し
た
い
」
と
の
声
が
聞
か
れ
、
実
り
多
い
講

習
会
と
な
り
ま
し
た
。

■「空飛ぶ車いす」青少年の活動レポート

高
校
生
を
中
心
に
修
理
大
会
開
催
!!

大森学園高校に集まった皆さん

作業に励む岩手の高校生



“As safe as the Rock”

～ジブラルタ・ロックのように安心～
ジブラルタ海峡に位置する長さ 4.8km、高さ 400m にもおよぶ巨大な岩山〝ジブラルタ・ロック〟
が社名の由来です。親会社プルデンシャル・ファイナンシャルのシンボルである〝ジブラルタ・ロッ
ク〟は、時を経ても変わることのない強さ、安定性、専門性、そして革新性を象徴しています。

※携帯電話・PHSからもご利用になれます。

0120-37-2269
受付時間 平日 8：30～20：00 土曜  9：00～17：00
 （日曜・祝日・12/31～1/3 を除く）

ホームページ
http://www.gib-life.co.jp

コールセンター

ミナ ジブロック

「公益財団法人 日本社会福祉弘済会」はジブラルタ生命と提携し「福祉の共済」を推進しています。
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「公益財団法人 日本社会福祉弘済会」はジブラルタ生命と提携し「福祉の共済」を推進しています。

　日社済「空飛ぶ車いす支援事業」（アジアの障害者への車いす修繕寄贈）は、使われなくなっ
た車いすを全国の工業高校生が修理し、旅行者などがボランティアで搭乗機手荷物としてアジア
の国々へ運びます。パンクしないタイヤの購入費や海外輸送費等には、全国の「はがき収集ボラ
ンティア」から届けられた書き損じはがきが活用されています。
　今回は、福祉の共済の推進とともに担当する福祉施設や学校などでも「はがき収集ボランティ
ア」を積極的に呼び掛け、社会貢献活動に取り組んでいる社員をご紹介します。

　ジブラルタ生命では、これまでも日社済の社会貢献活動
に賛同し、書き損じはがきの収集を社内外で呼び掛けてき
ました。
　2005年のスマトラ沖大地震の際には、スリランカへ向
けて緊急輸送する「空飛ぶ車いす」の輸送費のため、当社
社員が訪問している福祉施設の方々や、当社社員やそのご
家族に書き損じはがきの提供を呼びかけ4,500枚を収集し

ました。また、東日本大震災の時には、被災された高齢者
や体の弱い方々が使用される車いすのタイヤを、屋外でも
使用できるパンクしないタイヤに交換するための費用とし
て3,000枚の書き損じはがきを収集しました。
　ジブラルタ生命では、この「いつでも、誰でも『はがき1
枚』から参加できるボランティア活動」に積極的に取り組み、
日社済の「空飛ぶ車いす支援事業」に協力していきます。

　『書き損じハガキ100枚で車いす1
台が届きます』の日社済の社会貢献活
動について、当社も取り組んでいる
ことを私が日頃訪問している福祉施

設の職員の方々にお話しすると皆さん「御社は素晴らしい
取り組みをされているんですね」と言ってくださいます。  
　皆さんの協力や励ましに支えられ、アジア諸国の大勢
の人たちが日本からの車いすを待っていることを思い、
私も微力ながら頑張っています。
　当社では、今年の夏は「サマーキャンペーン」と称し、
日頃ご愛顧いただいているお客様方へ当社の社会貢献活
動を知っていただくアンケートもおこなっており、「こん

なに色々な事業もしていたんですね、心強いです」との
声をいただいてます。このようなお言葉を頂く度に、自
分自身ますます責任をもって努力していかなければいけ
ないと痛感します。
　私はこれからも、担当の福祉施設を訪問する中で、福
祉に関する沢山の情報をお客様から得ながら、私からは
日社済「福祉の共済」を通じて職員の方々お一人おひと
りに経済的な保障と心の平和をお届けしていきたいと考
えております。

はがき１枚からできるボランティア

ジブラルタ生命のこれまでの取組

ジブラルタ生命は
「はがき収集ボランティア」を通じて日社済
「空飛ぶ車いす支援事業」を応援しています！

札幌北エリア 室蘭支部所属
ライフプラン・コンサルタント（LC）
氏家 浩美

室蘭支部 石田所長より
氏家さんは前職で福祉施設で長年働いていたこともあり、本当
にどんな人にも献身的なサポートができる LC さんです。なかな
かそこまではできないあと思えるほど、きめ細かな活動をしてい
ます。これからも、さらに多くの福祉施設の方々へ氏家 DNA を
伝えてくれることを期待しています。



介護福祉士資格取得支援事業

詳しくは下記ホームページまたは右記事務局へ　　  （公財）日本社会福祉弘済会・事務局　TEL03-3846-2172

介護職として福祉最前線で勤務しながら「介護福祉士」資格を目指す方々を対象に、学習負担の軽減
と資格取得支援のためにオリジナル模擬テスト「チャレンジ！！ 介護福祉士」を提供しています。

① 模擬問題集・マークシート ② 模擬問題集と解説
③ 第25回過去問題解説集 ④ 第26回過去問題解説集

【4点セット】
定価4,000円（税・送料込）
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くっきり！ 福 祉 の 未 来 形

公益財団法人　日本社会福祉弘済会
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空飛ぶ車いす、今年も東北へ行く！
青少年の活動レポート

P8

P2

P6

「空飛ぶ車いす」活動レポート

P16 チャレンジ！！ 介護福祉士
働きながら　国家資格に挑戦する　あなたを応援します！

社会福祉事業視察

平成27年度 社会福祉助成事業実施要綱

P4 くっきり！ 福祉の未来形 ～日社済助成事業報告

「歌体操を媒体として認知症者と交流するための歌体操研修会」
　ー 歌体操介護予防市民塾ー

仏ジャルダン・ド・コカーニュに学ぶ「就労支援シンポジウム」
　ー帯広畜産大学ー

P15 福祉の共済コーナー

2014　

54

2015年度社会福祉助成事業
実施要綱決定


